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５
月
７
日
（
火
）
か
ら
１２
日
（
日
）
ま
で
、

岡
山
県
天
神
山
プ
ラ
ザ
で
、
第
３２
回
岡

山
き
り
え
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

展
示
会
は
、
岡
山
き
り
え
の
会
（
事
務
局

は
横
谷
敦
子
さ
ん
方
）
が
主
催
し
て
い
ま

す
。 

 

日
中
岡
山
支
部
は
、
協
賛
団
体
と
し

て
、
展
示
会
の
案
内
や
参
観
し
た
感
想
を

「
日
中
岡
山
」
に
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。 

 

私
は
、
横
谷
さ
ん
が
当
番
の
日
に
参
観

し
ま
し
た
こ
の
日
は
、
竹
内
宜
子
さ
ん
も

受
付
に
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

年
一
回
、
こ
の
時
期
に
、
こ
の
場
で
再
会

し
、
切
り
絵
や
太
極
拳
な
ど
日
中
友
好
の

命
に
翻
弄
さ
れ
た
切
な
い
余
り
に
も
切
な
い

恋
物
語
。 

 

大
好
評
で
し
た
。
そ
の
中
で
思
っ
た
の
で
す

が
、
中
国
映
画
を
観
る
と
き
は
、
上
映
の
前

に
そ
の
時
代
背
景
を
少
し
勉
強
す
る
場
を

つ
く
る
と
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
次
会
か

ら
実
践
し
よ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 

話
を
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
参
観
記
念

に
、
横
谷
さ
ん
の
「
い
っ
ぷ
く
」
と
竹
内
さ
ん

の
「
雨
上
が
り
」
の
前
で
写
真
を
撮
り
ま
し

た
。 

 

会
場
に
は
、
１５
人
の
方
の
季
節
感
の
あ

る
風
景
画
を
は
じ
め
人
物
・
動
物
・
植
物

画
な
ど
３５
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

作
品
で
は
、
佐
々
木
ふ
さ
子
さ
ん
の
「
忙

し
す
ぎ
る
毎
日
」
や
守
屋
つ
や
子
さ
ん
の

ち
密
な
描
写
の
「
滝
」
が
目
を
引
き
ま
し

た
。 

  

日
中
岡
山
支
部
は
、
き
り
え
は
日
中
友

好
の
心
情
を
育
む
文
化
活
動
の
一
つ
と
し

て
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

も
協
賛
団
体
と
し
て
、
日
中
会
員
の
参
観

者
を
増
や
す
な
ど
協
力
し
て
い
き
た
い
。 

竹内宜子さんと横谷敦子さん 

小林軍治さんと横谷敦子さん 

中
国
映
画
を
見
る
会 

日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部 

「サ
ン
ザ
シ
の
樹
の
下
で
」                                     

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
本
芳
子 

ラ
イ
フ
パ
ー
ク
倉
敷
で
表
記
の
映
画

会
を
し
ま
し
た
。
４０
数
人
の
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

文
化
大
革
命
の
嵐
の
中
で
、
は
か
な
く

散
っ
た
青
年
と
少
女
の
悲
し
い
恋
を
描
い

た
実
話
に
基
づ
く
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
。 

 
 

中
国
全
土
が
涙
し
た
究
極
の
純
愛
に

私
た
ち
も
涙
を
流
し
ま
し
た
。
文
化
大
革

『日中戦争の全貌と教訓』笠原十九司さんの講演 

第 8回「勝利なき二つの戦場での戦い―1940年」 

 5 月 12 日（日）の午後 1 時半から表記の題の講演を聞きに行

ってきました。 

 初めに、憲法 9条について触れられ、9条には幣原喜重郎とマ

ッカーサーの秘密会談が関係しているといわれました。現在の

安倍改憲もアメリカの押しつけである。今も戦争の時代もおろか

しい嘘がまかり通っている。 

 ”華北における治安戦（三光作戦）“ 

日中戦争において、華北で日本の占領統治地域を確保、安

定させることが「治安維持」であると解釈され、そのための戦闘行

為が「治安戦」であった。つまり、国際法でいえば侵略戦争・侵

略行為が「治安戦」と言い換えられたのである。 

 その日本軍の「燼滅
じんめつ

掃蕩
そうとう

作戦」とは「燃えかすが残らないほど

徹底的に滅ぼし、払い除く」という意味であり、中国語の三光（殺

しつくす、奪いつくす、焼きつくす）作戦と同じである。民衆をふ

くめた中国共産党勢力の壊滅をはかり、まさにジェノサイド（集団

虐殺）が、華北の抗日根拠地とされた地域に実施された。中国

共産党史によると、死傷者 3000 万人。 

 “重慶爆撃” 

 抗日戦争の首都となった重慶市の市街地の破壊と住民の殺

戮を目的とした都市無差別爆撃であり、アジア太平洋戦争末期

に、日本の諸都市がアメリカ空軍から被った都市空爆の先鞭を

つけるものであった。東京裁判においても、アメリカの強い意向

によって、海軍航空隊の中国諸都市への無差別爆撃は、訴追

されなかった。 

 41年 7月末から 8月末まで、アジア太平洋戦争の開戦に備え

た総合訓練のため、日本内地の航空隊も参加し、１０２号作戦と

呼称して中攻機百数十機による重慶大空襲が連日のように繰り

ひろげられた。                      （真田） 
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第
３２
回
岡
山
き
り
え
展 

―
緻
密
な
描
写
が
目
を
引
く
― 

日
中
岡
山
支
部 
小
林
軍
治 

http://rizhongyouhao,iinaa,net/


 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

６
月
３
日
（月
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

小川 

小林 

真田 

竹内 

て
襲
撃
が
あ
っ
た
。
七
虎
力
開
拓
団
女

性
・
こ
ど
も
達
の
中
か
ら
集
団
自
決
も
起

こ
っ
た
。
弟
を
連
れ
た
母
親
と
手
が
離
れ

た
高
杉
久
治
は
、
翌
朝
張
家
屯
の
橋
の
た

も
と
の
麻
畑
で
芦
日
新
さ
ん
に
拾
わ
れ
、

妹
夫
婦
の
艾
景
堂
・
芦
恵
新
夫
妻
に
も
ら

わ
れ
育
て
ら
れ
た
。 

高
杉
久
治
は
、
「
艾
樹
章
」
と
名
付
け

ら
れ
た
。
小
学
校
の
頃
、
「
日
本
鬼
子
（
リ

ー
ベ
ン
ク
イ
ズ
）
」
と
い
じ
め
に
あ
っ
た
と
き

も
養
母
は
か
ば
っ
て
く
れ
、
厳
冬
の
時
に
は

凍
傷
に
な
ら
な
い
よ
う
綿
入
れ
の
服
に
手

袋
を
作
っ
て
く
れ
た
。 

 

 

 

林
業
の
専
門
学
校
へ
行
か
せ
て
く
れ
、

閻
家
公
社
林
業
站
に
就
職
し
た
。 

１
９
６
１
年
に
李
鳳
珍
さ
ん
と
結
婚

し
、
三
人
の
男
の
子
に
恵
ま
れ
た
。 

一
方
、
高
杉
久
治
の
母
親
と
弟
の
悟
は

越
冬
収
容
先
で
あ
る
方
正
の
収
容
所
で
亡

く
な
っ
た
。 

 
 

写
真
は
母
親
の
秋
子
と
久
治
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ
づ
く 

 

次
に
、
高
杉
久
治
が
養
父
母
に
引
き

取
ら
れ
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
を
語
っ
た
。 

１
９
３
９
年
父
親
が
満
州
に
渡
り
、
翌

年
母
親
は
大
陸
の
花
嫁
と
し
て
七
虎
力

開
拓
団
に
入
植
し
た
。
自
分
は
１
９
４
１

年
１１
月
に
七
虎
力
開
拓
団
吉
備
津
郷
で

生
ま
れ
た
。
当
時
、
七
虎
力
開
拓
団
に

は
、
岡
山
・
山
口
・
兵
庫
・
鳥
取
・
島
根
の
五

県
か
ら
、
約
６
２
６
名
の
開
拓
団
員
が
入

植
し
て
い
た
。
１
９
４
４
年
７
月
に
弟
の
悟

も
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
１
９
４
５
年
５
月

父
親
の
方
一
は
、
関
東
軍
の
召
集
を
受
け

た
。
所
謂
「
根
こ
そ
ぎ
召
集
」
で
あ
る
。 

 

父
の
方
一
は
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
さ
れ
１
９

４
６
年
１０
月
に
引
き
揚
げ
て
い
る
。
１
９
４

５
年
８
月
９
日
ソ
連
が
参
戦
し
た
。 

七
虎
力
開
拓
団
に
は
、
召
集
さ
れ
た
１

２
９
名
を
除
く
高
齢
の
役
員
男
性
と
女
性

子
ど
も
ば
か
り
約
５
０
０
人
の
逃
避
行
が

始
ま
っ
た
。
土
砂
降
り
の
中
を
出
発
し
た

開
拓
団
員
の
馬
車
を
狙
っ
た
「
匪
賊
（
反
満

抗
日
農
民
）
」
が
８
月
１５
～
１６
日
に
か
け

日
時
：２
０
１
９
年
５
月
１０
日
（金
） 

１８
：
３０
～
２０
：
００ 

 

場
所
：福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
岡
輝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
講 

師
：高
杉
久
治
、 

解
説
者
：小
林
軍
治 

 

 

２
０
１
９
年
５
月
１０
日
（
金
）
１８:

３０
か

ら
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
岡
輝
で
「
中
国
残
留

日
本
人
孤
児
と
基
本
的
人
権
～
わ
た
し

た
ち
は
、
な
に
じ
ん
で
す
か
（
残
留
孤
児
儿

是
日
本
人
）
～
」
と
い
う
講
演
会
が
開
催

さ
れ
た
。
１
月
１８
日
の
「
龍
爪
開
拓
団
と

私
（
小
林
軍
治
）
」
、
３
月
４
日
青
木
康
嘉

の
「
岡
山
県
が
送
出
し
た
開
拓
団
」
に
続
く

第
三
回
目
の
講
演
会
で
あ
っ
た
。
主
に
地

元
の
保
・
幼
・
小
・
中
の
教
員
研
修
会
で
も

あ
り
、
地
域
の
人
へ
の
人
権
研
修
会
の
役

割
を
持
っ
て
い
る
。
参
加
者
は
約

３０

名

（
主
催
者
の
人
を
含
む
）
で
あ
っ
た
。 

 

は
じ
め
に
、
小
林
軍
治
が
「
中
国
残
留
孤

児
の
厚
労
省
の
定
義
」
の
検
討
分
析
か
ら

講
演
は
始
ま
っ
た
。
特
に
、
厚
労
省
が
「
中

国
に
残
っ
た
１３
歳
未
満
の
子
を
残
留
孤

児
と
呼
び
、
１３
歳
以
上
は
自
分
の
意
思
で

残
留
し
た
残
留
邦
人
（
婦
人
）
」
と
呼
ぶ
問

題
を
提
起
し
た
。 

日
本
政
府
は
残
留
婦
人
・
残
留
孤
児
の

存
在
を
知
り
な
が
ら
「
戦
時
死
亡
宣
告
」

を
し
、
棄
民
し
た
。
し
か
し
、
「
本
当
に
自

分
の
意
思
で
残
留
を
希
望
し
た
の
か
？
」

あ
の
厳
し
い
寒
さ
と
飢
え
と
発
疹
チ
フ
ス

を
は
じ
め
と
す
る
病
の
中
で
、
そ
う
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
歴
史
を
直
視
す
べ
き
で

あ
る
と
語
っ
た
。 

「
中
国
残
留
孤
児
の
歴
史
と
交
流
～
私
た
ち
は
日
本
人
で
す
～
」
に
参
加
し
て 

（１） 

  

「
中
国
帰
国
者
問
題
写
真
と
資
料
展
」
を
見
学
し
て 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
総
会
の
ご
案
内 

 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
は
、
４
月
の
理
事
会
で
２
０
１
９
年
度
の
総
会
を
６
月
１６
日

（
日
）
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
旭
東
で
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
、
日
中
不
再
戦
、
中
国
帰
国
者
支
援
、
中
国
百
科
検
定
、
岡
山
県
連
合
会
の

結
成
な
ど
に
つ
い
て
総
括
と
新
年
度
の
方
針
を
決
定
し
ま
す
。 

 

今
年
は
中
華
人
民
共
和
国
成
立
７０
周
年
、
「
５
・
４
・
運
動
」
１
０
０
周
年
で
す
。 

 

大
き
な
節
目
に
当
た
り
、
平
和
５
原
則
の
精
神
に
基
づ
い
て
友
好
関
係
を
発
展
さ
せ
る

年
に
し
た
い
も
の
で
す
。
総
会
で
は
、
太
極
拳
の
普
及
、
「
中
国
映
画
を
見
る
会
」
な
ど
文

化
活
動
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
民
主
会
館
の
事
務
所
を

活
用
し
、
会
員
・
準
会
員
の
拡
大
に
つ
い
て
の
方
針
も
決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
数
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

４
月
22
日(

月)

、
午
前
中
に
日
中
友
好

新
聞
の
発
送
作
業
を
終
え
、
岡
山
市
役

所
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
中
国
帰
国
者
問

題
写
真
と
資
料
展
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

今
回
、
私
が
最
も
注
目
し
た
の
は
「
満
蒙

開
拓
団
大
島
分
村(

浩
良
大
島)

の
足
跡
」

の
展
示
で
し
た
。
実
は
日
中
友
好
協
会
倉

敷
支
部
で
は
毎
年
日
帰
り
の
旅
行
を
実

施
し
て
い
る
の
で
す
が
、
昨
年
の
９
月
９
日

(

日)

に
は
内
山
完
造
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る

井
原
と
満
蒙
開
拓
団
の
碑
が
あ
る
笠
岡

を
訪
ね
る
旅
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
時
、
笠

岡
の
古
城
山
で
満
州
開
拓
殉
難
碑
や
満

蒙
開
拓
団
大
島
分
村(

浩
良
大
島)

に
つ
い

て
、
私
た
ち
に
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
い

た
の
が
笠
岡
市
拓
友
会
の
み
な
さ
ん
で
し

た
。
私
た
ち
は
碑
の
由
来
や
大
島
分
村
の

様
子
、
逃
避
行
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
、

心
を
打
た
れ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
交
流

を
深
め
ま
し
ょ
う
と
お
約
束
し
て
そ
の
日

は
別
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
中
友
好
協

会
倉
敷
支
部
が
企
画
し
た
「
中
国
問
題
文

化
講
演
会
」
で
満
蒙
開
拓
団
大
島
分
村

(

浩
良
大
島)

に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
引
き

受
け
て
い
た
だ
い
て
、
１
月
26
日
に
ラ
イ
フ

パ
ー
ク
倉
敷
で
伊
藤
明
子
さ
ん
を
講
師

に
、
講
演
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
講
演
会
に
は
青
木
康
嘉
先
生

も
参
加
さ
れ
て
お
り
、
青
木
先
生
と
伊
藤

明
子
さ
ん
・
拓
友
会
と
の
交
流
も
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
今
回
の
岡
山
市
役
所
で

の
展
示
に
つ
な
が
っ
た
わ
け
で
す
。
昨
年
の

９
月
９
日
の
出
会
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
交

流
の
輪
が
広
が
っ
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ

し
く
感
じ
た
次
第
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

犬
飼 

繁 


